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．こ：：主な内容
1P．・令和2年度定期拷会匿ついて

∴lP．令知2毎度茶会役員と事業
・：lP．令軒2年度歳六・歳出予算

1P．地域と共に・
2p．令和2年度事業計画

2P．健康コーナー

2P，地域のわだい　　　　・・‥‥・

4月13日開催の本会理事会

l　4月7日の緊急事態宣言により、コミュニティセンターは臨
時閉館、各種イベントは延期・中止となりました。4月25日に

開催予定だった令和2年度定期総会も実施方法を変更。4
月13日の本会理事会で総会の議案を説明の上、代議員に周
知し、“書面表決”を行いました。その結果、すべての議案は原

案通り可決されました。
－　　　　　　　　　　　　　＝＿　　　　　■u■u■．

また、本会理事を長く務められた重田政之氏・土田良春氏・

大内由利子氏（以上R2年3月退任）、岡田栄子氏（H31年3月・

退任）、事務局長の川島博氏・事務局員の菊地喜代子氏（以上
R2年3月退任）に感謝状が贈呈されました。（右の写真）

宣言解除後の現在、3密回避・マスク着用・手指消毒など
の対策を実施のうえ、徐々に活動を再開していますも

中地区地域のふれあいを広める会（本会） l 
■　　　　　　　　　　　　役　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　業 

l 　会　長　坂井久彦　理　事　自治会長10・委員長／部会長6：4／25　　総会（書面表決）　　　12月　ひたちなか市コミュニティ組織 

：　副会長　盛口祥子　監　事　岡田豊勝・尾曲六郎　　　：10／11　第26回秋季大運動会（中止）　　　　　　　　　　　　　連絡協議会 
l　副会長　山田　俊　　事務局長　風見　保　　　　　　　　　：10／20・21理事視察研修　　　　　　　　R3／2／23　第30回芸能音楽祭 

巳　副会長池田　聴　事務局伊藤昭子・北　礼子　　：11／7・8　第35回コミュニティまつり　随時　各種会議・ホームページ運営など 

歳入　￥7，611，270

三‾√‾≡＝
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歳出　￥7，611，270

ニ≡≡‡至芸享三
委員会・部会 �地域部委員会 �実践部委員会 �広報委員会 �体育部会 �青少年部会 �環境部会 �福祉部会 �安全防炎部会 �文化部会 

事業費（円） �40，000 �50，000 �750，000 �765，000 �1，340，000 �445，000 �168，000 �315，000 �420，000 

委員長・部会長 �山田　俊 �盛□祥子 �横山恵美子 �川又吉次 �小室誠司 �三浦秀夫 �荒木とも子 �長岡明美 �盛□祥子 
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楽
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中
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と
な
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各
事
業
の
活
動
が
再
び
活
発
に
な
る

今
日
ま
で
、
多
く
の
役
員
と
地
域

の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感

〓
中
地
区
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
広

め
る
会
」
の
更

て
お
り
ま
す
。

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ウ
ィ
ル
ス
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、

リ
、
総
会
は
〝
書
面
表
決
″
で
行
う

発
生
で
、
芸

平
成
1
6
年
に
〓
中
地
区
地
域
の

ふ
れ
あ
い
を
広
め
る
会
」
の
事
務
局

を
担
当
し
、
こ
の
た
び
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
1
6

年
間
、
今
の
坂
井
会
長
を
含
め
て
3

人
の
会
長
の
も
と
で
、
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平

成
訓
年
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
運
営
が
市
か
ら
地
域
に
移
管

さ
れ
、
市
内
で
最
初
に
、
一
中
地
区

の
本
会
が
運
営
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
以
降
、
現
在
に
至
る

ま
で
「
よ
り
使
い
や
す
く
、
よ
り
地

域
に
親
し
ま
れ
る
」
施
設
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
会
の
事
業
で
あ
る
運
動
会
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
・
芸
能
音
楽
祭

や
、
各
部
会
・
委
員
会
の
活
動
は
、

理
事
会
（
1
3
自
治
会
、
部
会
・
委
員

会
で
構
成
）
　
で
協
議
・
検
討
し
、
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

一
中
地
区
地
域
の

ふ
れ
あ
い
を
広
め
る
会

前
事
務
局
長

川
島
　
博

地
域
と
共
に
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令和2年7月10日　　　　　　　　　　　　一中地区ふれあい　　　　　　　　　　　第101号　（2）

延期・中止についての詳細はコミセンまたは各委異会・
部会にお問い合わせください。

要地 員域 会部 �10／20・21理事研修会 �委実 員践 会部 �甲敷き警会　席 ��年3回　　　　広報紙「ふれあい」発行 11／7・8　　コミュニティまつり ����随時取材・編集 
6月・10月・3月　まちづくり市民会譲・委貴会等 ����6月（延期）デジカメ撮影研修会 9月　　コミュニティまつりチラシ作成 

体 育 部 ■ゝ �4／19（延期）第44国ソフトボール大会 �青 �7／4（中止）親子クリーン作戦「市教育の日」 �環 境 部 ■ゝ �5月（中止）・12月　地区内清掃 

6／7（中止）第17匝l三世代交流 ��8／1（中止）三世代ふれあいチャレンジ教室 ��6／9（中止）　自然環境に親しむ会 
レクリエーション大会 ��10月・11月　自然体駿事業・星空観察会 ��と　　　　　　　（親子三世代交流） 

7月（延期）部会理事研修会 �少 �11／7・8　　コミュニティまつり ��6／9（中止）・11月　地域美化運動 
9／27　　　第3回ノルディ，クウオーキング �年 �1／9　　　　もちつきとまゆ玉かざり ��7／4（中止）　都会視察研修 
10／11（中止）第26匡l秋季大運動会 �部 �2月　　　　親子でわくわく体験事業 ��10月　　　　地区内巡視活動 
＝王 �11／7・8　　コミュニティまつり �A ＝王 �＜参加事業＞ �耳 �11／7・8　　　コミュニティまつり 

2／21　　　第10回ヘルスバレーボール大会 ��7／9　　　　少年の主張大会 ��12／10　　　　行政施設見学会 

3月　　　　第22回ゴルフ大会 ��年3回　　　一中生健全育成の会 ��2月　　　　　勉強会 

福 �7／11（中止）地域福祉講習会 �l 安 �6月（中止）部会視察研修 �文 �10／13　　　　移動研修会 9／18　　　部会視察研修 �全 �7月下旬・11／8　交通事故防止啓蒙活動 ��11／7・8　　　コミュニティまつり 

祉 �10月　　　「はまきくの里」まつり　手伝い �防 �8月　　　　安全教室 �化 �2／23　　　　芸能音楽祭 
部 �11／7・8　　コミュニティまつり �災 �11／7・8　　コミュニティまつり �部 �‘未定’心のいやしコンサ‾ト＿＿－＿』 
■亡ゝ ＝言 �2／13　地域福祉講習会（認知症サポーター養成） 月2回　特養老人ホーム「はまきくの皇」霊方間 �璧 ＝T �2／19　　　視察研修（防災関係） �∠ゝ ＝言 

※自治会ごとの事業内容は、各自治会からの案内をご覧ください。なお、各自治会長は以下のとおりです。

櫻木幸男（勝田新前南）菊池　均（三反田）坂井久彦（大成呵）伊藤政徳（西中根）山田　俊（中　根）池田　聴（大　平）大貫英次（勝　倉）
伊野　昂（東中根団地）中村　誠（富士山）佐藤定男（薬師台）桑原武夫（長　松）関口勝夫（金　上）川瀬正妃（笹　野）

地域のわだい

j　　山林に捨てられた布団類

不法投棄監視中のメンバー

－　L」－

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

～
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

一
人
ひ
と
り
が
行
い
ま
し
ょ
う
～

ひ
た
ち
な
か
市
健
康
推
進
課

ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
健
康
推
進
課
保
健

師
で
す
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
特
効
薬
や
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
実
用
化
さ
れ
る
ま
で
に
は

時
間
が
か
か
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
、
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
、
さ
ら

に
は
近
距
離
で
の
会
話
へ
の
対
策
を
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
日
常
生
活
に
定
着
さ
せ
、
持
続
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
新
し
い
生
活
様

式
」
と
呼
び
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

■
ィ
、
人
と
身
体
的
距
離
を
と
る
こ
と
で
接
触
を

減
ら
す

②
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

3
手
洗
い
を
す
る

の
3
つ
の
基
本
的
な
感
染
予
防
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
洗
い
は
3
0
秒
程
度
か
け
て
流
水
と
石
け
ん

で
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
日
常
生
活
で

は
、
3
密
「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」
を
避
け
る
、
換

気
を
す
る
、
ま
め
な
体
温
測
定
・
健
康
の
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
換
気
に
つ
い
て

は
、
2
方
向
の
窓
を
開
け
、
数
分
程
度
の
換
気
を

1
時
間
に
2
回
程
度
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
体
温
測
定
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
「
毎
日
、
朝
行

う
」
な
ど
決
ま
っ
た
時
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
、
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

≡皇子ソ年＼

苦
渋
の
自
治
会
総
会
開
催
｝

－
掛
尉
乱
を
瓢
恥
じ
軍

中
根
自
治
会
長
　
山
田
　
俊

他
の
自
治
会
が
総
会
を
書
面
表
決
に
す
る
な
か
、
中

根
自
治
会
は
4
月
1
2
日
、
中
根
小
学
校
体
育
館
に
て
、

令
和
2
年
度
自
治
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
大
幅
に
制
限
し
て
、
三
役
・
集
落
セ
ン

タ
ー
長
・
新
旧
班
長
・
監
査
員
の
計
2
8
名
で
し
た
。
引

き
続
い
て
、
第
一
回
班
長
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
に
至
る
経
緯
は
悩
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
書
面

表
決
に
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

自
治
会
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
差
し
迫
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
1
1
の
班
の
活
動
に
主
眼
を
置
い
た
、
連
合

体
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
骨
格
と
す
る
私
た
ち
の
自
治

会
は
、
班
長
が
中
心
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
今
年
は
班

長
が
全
員
交
替
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
〝
書
は
言

を
尽
く
さ
ず
″
に
従
い
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
場
が
欠

か
せ
な
か
っ
た
の
で
す
。

新
入
生
を
迎
え
号

勝
田
第
一
中
学
校

教
諭
　
石
川
　
博
子

4
月
8
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
第
開
国
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

予
防
の
た
め
、
来
賓
の
方
々
や
在
校
生
の
参
加
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
保
護
者
の
皆
様
の
温
か
い
眼
差
し
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
2
5
5
名
の
生
徒
が
立
派
に
入
学

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
友
だ
ち
と
の
学
校
生

活
・
学
習
・
部
活
動
な
ど
が
本
格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し

た
矢
先
に
休
校
と
な
り
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。
休
校

中
は
、
家
庭
訪
問
で
課
題
を
配
布
し
、
各
ク
ラ
ス
か
ら

の
メ
ー
ル
配
信
で
ご
家
庭
と
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。

全
職
員
は
、
学
校
が
再
開
し
生
徒
た
ち
に
会
え
る
こ

と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

一
面
地
区
の
不
払
掛
象
と
監
掛
活
動
W

環
境
部
会
　
関
　
信
夫

環
境
部
会
で
は
、
市
委
託
の
不
法
投
棄
監
視
員
3
人

と
協
力
者
2
人
（
不
法
投
棄
監
視
員
O
B
）
が
、
不
法

投
棄
の
多
い
早
朝
と
夕
方
を
重
点
的
に
、
地
域
内
を
き

め
細
か
く
見
回
り
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
物
は
、
小
場
江
用
水
路
と
用
水
路
沿
い
の

雑
木
林
、
那
珂
川
沿
岸
の
茂
み
、
中
丸
川
・
本
郷
川

や
、
東
水
戸
道
路
の
橋
の
下
で
多
く
見
つ
か
り
ま
す
。

古
着
二
丁
レ
ど
や
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
車
か
ら
投

げ
捨
て
ら
れ
た
残
飯
・
飲
物
等
が
多
く
、
3
月
・
9
月

に
は
会
社
の
異
動
時
期
の
た
め
か
、
家
具
・
子
供
の
遊

具
・
古
い
自
転
車
等
の
大
物
が
目
に
つ
き
ま
す
。
過
去

に
は
、
米
袋
に
隠
し
、
投
棄
さ
れ
た
犬
・
猫
の
亡
骸

や
、
平
成
の
初
期
に
は
高
齢
者
の
寝
具
等
も
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
に
は
、
快
適
で
美
し
く
住
み
や
す
い
環

境
を
保
全
す
る
た
め
活
動
し
て
い
る
監
視
員
へ
の
ご
理

解
こ
し
支
援
と
共
に
、
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

繍
集
後
二
記

′
」
一
こ
「
－

今
号
は
新
年
度
の
始
ま
り
で
、
例
年
な
ら
盛
り
だ

く
さ
ん
の
記
事
で
溢
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
記
事
取
材
を

極
力
抑
制
し
、
紙
面
を
2
頁
と
し
ま
し
た
。
な
に
と

ぞ
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
広
報
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。
引
き
続
き

面
白
く
役
に
立
つ
紙
面
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
委
員

委
員
長
　
　
　
横
山
恵
美
子

副
委
員
長
　
　
有
賀
正
記
　
　
伊
藤
　
昇

菊
地
恵
子
　
　
磯
　
春
雄
　
　
馬
場
丈
夫

小
坪
三
千
代
　
堀
江
博
志
　
　
塙
久
美
子

永
井
雅
子
　
　
前
嶋
茂
光

モ
ニ
タ
ー
　
　
荒
木
と
も
子
　
吉
木
一
美


